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第１回 定 例 会 の
主 な日程議

員　

地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
合

計
特
殊
出
生
率
の
増
加
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
夫
婦
の
子
ど
も
の
数
の
減

少
理
由
に
子
育
て
の
経
済
的
負
担
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
軽
減
に

よ
り
、
子
育
て
し
や
す
い
茨
城
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
出
生
数
の
増
や
若
い
世

代
の
定
住
と
流
入
を
図
る
べ
き
だ
が
。

知
事　

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
、
小

児
・
妊
産
婦
を
対
象
に
医
療
費
助
成

制
度
の
所
得
制
限
を
大
幅
に
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
第
三
子
以
降
の
保
育

料
の
無
料
化
要
件
を
緩
和
す
る
。
今

後
新
た
に
設
置
す
る
「
子
ど
も
政
策

局
」
を
中
心
に
、
子
育
て
家
庭
へ
の

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
策
を
は
じ
め
と

す
る
少
子
化
対
策
に
取
り
組
み
、
若

い
世
代
の
定
住
と
流
入
に
つ
な
げ
る
。

 

が
ん
対
策
の
実
践

議
員　

参
療
※
意
識
の
醸
成
と
検
診

推
進
を
主
眼
と
し
た
が
ん
条
例
が
施

行
さ
れ
、
が
ん
対
策
は
県
民
総
ぐ
る

み
で
実
践
す
る
時
を
迎
え
た
。
県
民

の
「
条
例
で
対
策
は
こ
う
も
変
わ
っ

た
」
と
い
う
実
感
が
そ
の
大
き
な
一

歩
と
な
る
。
態
勢
と
施
策
展
開
は
。

知
事　

が
ん
対
策
推
進
室
の
新
設
や

二
十
億
円
の
が
ん
対
策
基
金
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
対
策
を
総
合
的
・
安

定
的
に
推
進
す
る
。
が
ん
検
診
推
進

強
化
月
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
市

町
村
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
検
診
受

診
率
の
向
上
施
策
、
が
ん
医
療
の
充

実
、
が
ん
患
者
が
最
先
端
の
治
療
を

受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
な
ど
に
取

り
組
む
。
が
ん
に
罹
患
し
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
す
。

 

県
立
中
央
病
院
の
全
面
建
て
替
え

議
員　

中
央
病
院
の
狭
隘
化
は
、
極

め
て
深
刻
で
あ
る
。
県
は
、
手
術
室

の
増
築
を
計
画
す
る
が
、
災
害
へ
の

対
応
や
経
費
の
問
題
、
使
い
勝
手
な

ど
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ
ば
、
免
震

構
造
を
備
え
た
全
面
建
て
替
え
の
構

想
を
打
ち
立
て
る
べ
き
で
あ
る
。
早

期
の
検
討
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た

中
央
病
院
の
将
来
像
や
周
辺
の
用
地

の
状
況
な
ど
流
動
的
で
不
確
定
な
要

素
が
多
い
一
方
、
診
療
機
能
の
強
化

や
医
師
養
成
、
教
育
機
能
の
充
実
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
既
存

の
施
設
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
、

当
面
の
需
要
に
応
え
る
新
棟
を
、
免

震
構
造
を
備
え
た
形
で
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
最
善
の
方
法
と
考
え
る
。

議
員　

常
陽
銀
行
と
足
利
Ｈ
Ｄ
と
の

経
営
統
合
に
よ
り
、
地
域
産
業
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
る
。
こ
れ
を
契

機
に
、
栃
木
県
と
の
さ
ら
な
る
連
携

強
化
の
下
、
企
業
誘
致
や
輸
出
の
拡

大
、
観
光
戦
略
な
ど
北
関
東
三
県
経

済
圏
を
見
据
え
た
新
た
な
経
済
圏
を

基
盤
と
し
た
産
業
展
開
が
必
要
だ
が
。

知
事　

統
合
を
機
に
商
談
会
な
ど
で

の
取
引
拡
大
、
企
業
誘
致
面
で
の
広

域
な
情
報
収
集
、
海
外
ミ
ッ
シ
ョ
ン

派
遣
参
加
企
業
の
増
加
な
ど
が
期
待

さ
れ
る
。
農
業
分
野
の
輸
出
促
進
に

広
域
連
携
で
取
り
組
む
ほ
か
二
十
八

年
度
は
北
関
東
三
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
ベ
ト
ナ
ム
に
設
置
す
る
。

観
光
面
で
も
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
形

成
な
ど
を
三
県
合
同
で
実
施
す
る
。

 

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
学
校
づ
く
り

議
員　

急
激
な
時
代
の
変
化
に
対
応

す
る
べ
く
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校

づ
く
り
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
多
忙

さ
が
問
題
視
さ
れ
る
教
員
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
生
徒
と
し
っ
か
り
と
向

き
合
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
や
強

固
で
責
任
あ
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
課
題
と
考
え
る
が
、
対
応
は
。

教
育
長　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
配

置
・
派
遣
を
大
幅
に
拡
充
す
る
。
特

に
、
教
員
多
忙
化
の
要
因
で
あ
る
部

活
動
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
指
導
体

制
の
構
築
に
取
り
組
む
。
関
係
者
の

役
割
と
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

一
方
、
教
員
の
人
間
的
魅
力
を
十
分

に
生
か
し
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
、
資
質
の
向
上
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
関
東
・
東
北
豪
雨
を
踏

ま
え
た
総
点
検
と
危
機
対
応
レ
ベ
ル

の
向
上
、
茨
城
農
業
の
政
策
展
開
、

国
際
テ
ロ
へ
の
対
応
な
ど
も
質
問
）

常井　洋治 議員
いばらき自民党
笠 間 市 選 出  

一括方式

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か

ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は

次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し

て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁
を
求

め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め
る

方
式
。 

質
問
方
式
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
一
年
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
「
国
民
体
育
大
会
」
は
、
国

内
最
大
級
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
り
、
本
県
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
振

興
、
さ
ら
に
は
文
化
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
大
会
で
す
。

　

ま
た
、
国
体
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

は
、
障
害
者
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
、こ
れ
ら
両
大
会
の
成
功
に
向
け
、県
の
総
力
を
持
っ

て
臨
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
翌
年
に
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
な
ど
、
本
県
に
関
連
す
る
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
立
て

続
け
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
効
果

的
に
活
用
し
、い
ば
ら
き
の
魅
力
発
信
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、ス
ポ
ー

ツ
文
化
、
観
光
、
産
業
な
ど
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
県
議
会
と
し
て
、
茨
城
国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
推
進
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
に
関
す

る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
た
め
、「
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
推
進
調
査
特
別
委
員
会
」
を
三
月
二
十
四
日
の
本
会
議
で
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

海
野　
　
　

透

副
委
員
長　
　

石
井　
　

邦
一

委　
　

員　
　

桜
井　
　

富
夫

　

 

〃　
　
　

  

田
山　
　

東
湖

　

 

〃　
　
　

  

白
田　
　

信
夫

　

 

〃　
　
　

  

山
岡　
　

恒
夫

　

 

〃　
　
　

  

萩
原　
　
　

勇

　

 

〃　
　
　

  

加
藤　
　

明
良

    

委　
　

員　
　

下
路　

健
次
郎

　

 

〃　
　
　

  

星
田　
　

弘
司

　

 

〃　
　
　

  

田
口　
　

伸
一

　

 

〃　
　
　

  

髙
橋　
　

勝
則

　

 

〃　
　
　

  

江
田　
　

隆
記

　

 

〃　
　
　

  

長
谷
川　

修
平

　

 

〃　
　
　

  

高
崎　
　
　

進

子
育
て
し
や
す
い
県
を
目
指
し
た

少
子
化
対
策
の
充
実

常
陽
銀
行
と
足
利
Ｈ
Ｄ
と
の
経
営
統
合
を

契
機
と
し
た
新
た
な
経
済
圏
づ
く
り

ことば ※【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といいます。茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができます。なお、議員個人の立場で行う質問を一般質問といいます。
※【参療】…がんに関する正しい知識を習得し、提供されるがん医療を決定できることについて自覚を持って、がん医療に主体的に参画すること。
※【民進党】…平成２８年３月２８日に民主党から変更になりました。

中学校の部活動における外部指導者の指導の様子

３
月
２
日（
水
）

　

常と
こ
い井　

　

洋よ
う
じ治

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平

（
民　

進
　

党
※
）

３
月
３
日（
木
）

　

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

井い

で手　
　

義よ
し
ひ
ろ弘

（
公　
　

 

明　

 　

党
）

●
質
問
者

代表質問※（要旨）

　平成28年第1回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月26日（金）　 本　　会　　議

（開会、知事提出議案説明）

■３月２日（水）　 本　　会　　議

　　　３日（木） （代表質問・質疑）

■３月４日（金）　 

　　　７日（月） 

　　　８日（火）

　　　９日（水）

■３月14日（月）　 常 任 委 員 会

　　　15日（火）

■３月17日（木）　 本　　会　　議

（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月18日（金）　 予算特別委員会

　　　22日（火）

■３月24日（木）　 本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）

｝本　　会　　議
（一般質問・質疑）


